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最高を記録したという事実からも［国土交通省観光庁編 2010 : 3］，あるいはまた，2009
年の日本人の海外旅行者数が1 ,544万人を超えたという事実からも裏付けられる［国土交





























「非制度化された形態の観光 The noninstitutionalized forms of tourism」であり，それ
はマス・ツーリズムなどの「制度化された形態の観光 The institutionalized forms of 
tourism」の対極にある［Cohen 1972 : 165―182］。1970年代には，まだ「バックパッカー」
という名称は生まれておらず，コーエンはそのような旅を実践する者を「漂流者 The 



























































つに大別できる［Uriely & Belhassen 2006 : 339―359］。一つは，日常から非日常への移
動によって旅人は匿名性を獲得するとともに，所属する社会が持つ規範からも距離をとる







常生活への脅威が少ないわりに［Goﬀman 1967 : 196］，ドラマティックな展開やチャンス
に満ち溢れているからである
10）


























































































































































































フォン（15 : 00/2～３ドル）→バッタンバン（17 : 00/2ドル）。ここまで延々と悪路が続く。
シェムリアプ→プノンペン１日コースは強行軍すぎるので，バッタンバンに泊まるほうが
よい。バッタンバンからプノンペンは乗合タクシーとバスがある」と，運賃，時間，道路



































































































































































































































































































































































































６）　コーエンの分析後，このような旅人は「放浪者 wanderers」［Vogt 1976 : 25―41］，「徒歩旅行す
る若者 tramping youth」［Adler 1985 : 335―354］，「国際的な長期節約旅行者 international long 
term budget travelers」［Riley 1988 : 313―328］などと表現されてきたものの，現在では総称とし
て「バックパッカー backpacker」が使われている［Uriely, Yonay & Simchai 2002 : 520―538］。
７）　この４つの条件は，日本で初めてのバックパッキング用ガイドブック『地球の歩き方』の第１
















ely & Belhassen 2006 : 339―359］。一方，アメリカの観光学者アンドリュー・レップとヘザー・ギ
ブソンは，リスク・ファクターとして①健康②戦争と政治的不安定③テロリズム④珍しい食物⑤政
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